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「
め
ざ
せ
健
康
あ
き
る
野

21
」
で
は
、
皆
さ
ん
が
よ
り
健

康
で
い
ら
れ
る
た
め
に
地
産
地

消
を
目
指
し
た
簡
単
料
理
の
レ

シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。
第
３
回

の
食
材
は
、
「
人
参
」
で
す
。

皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

▽
レ
シ
ピ
作
成
項
目
　
①
料
理

　
名
、
②
材
料
名
と
分
量
（
何

　
人
分
か
を
明
記
）
、
③
作
り

　
方
、
④
調
理
時
間
、
⑤
出
来

　
上
が
り
写
真
か
イ
ラ
ス
ト
を

　
添
付
、
⑥
料
理
Ｐ
Ｒ
（
料
理

　
の
健
康
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

　
ト
）

▽
応
募
条
件

　●
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
、
子

　
ど
も
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
の

　
個
人
か
グ
ル
ー
プ

　●
レ
シ
ピ
の
食
材
に
、
必
ず

　
「
人
参
」
を
い
れ
る
こ
と
。

　●
調
理
時
間
は
下
ご
し
ら
え
を

　
含
め
30
分
以
内
（
ご
飯
な
ど

　
の
炊
飯
時
間
も
下
ご
し
ら
え

　
に
含
む
）

▽
応
募
方
法
　
９
月
６
日
（月）

　
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
レ

　
シ
ピ
作
成
項
目
、
氏
名
（
ふ

　
り
が
な
、
グ
ル
ー
プ
応
募
の

　
場
合
は
代
表
者
名
を
記
入
）、

　
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
グ
ル
ー
プ
名
と
人
数
、
こ
の

　
募
集
を
何
で
知
っ
た
か
（
市

　
広
報
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　
チ
ラ
シ
、
口
コ
ミ
、
そ
の

　
他
）、
応
募
動
機
を
記
入
し
、

　
次
の
方
法
で
応
募
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　●
応
募
用
紙
な
ど
で
応
募
す
る

　
場
合
…
所
定
の
応
募
用
紙

　
か
、
Ｂ
４
用
紙
１
枚
程
度
に

　
「
レ
シ
ピ
作
成
項
目
」
を
記

　
入
し
、
写
真
を
添
付
の
上
、

　
封
書
で
送
付
す
る
か
お
持
ち

　
く
だ
さ
い
。

　●
電
子
メ
ー
ル
で
応
募
す
る
場

　
合
…
応
募
用
紙
と
同
じ
内
容

　
を
記
入
し
、
件
名
を
「
第
３

　
回
簡
単
料
理
レ
シ
ピ
」
と
し

　
て
画
像
デ
ー
タ
を
添
付
し
て

　
く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
応
募
用
紙
１
枚
に
つ

　
き
１
品
ご
と
、
何
品
で
も
応

　
募
で
き
ま
す
。

▽
応
募
用
紙
配
布
と
応
募
箱
設

　
置
場
所
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ

　
ー
、
五
日
市
出
張
所

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
、
記

　
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
そ
の
他
　
受
賞
さ
れ
た
方
の

　
レ
シ
ピ
を
使
用
し
た
料
理
講

　
習
会
と
、
レ
シ
ピ
集
の
作
成

　
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
審
査
　
健
康
づ
く
り
推
進
協

　
議
会
委
員
を
は
じ
め
、
食
に

　
精
通
し
た
審
査
員
が
厳
正
な

　
審
査
を
行
い
ま
す
。
最
終
審

　
査
は
産
業
祭
で
市
民
の
方
に

　
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

▽
賞
　
あ
き
る
野
大
賞
ほ
か
、

　
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈

　
呈
し
ま
す
。

▽
発
表
　
応
募
者
全
員
に
通
知

　
の
上
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

　
広
報
で
受
賞
者
を
公
表
し
ま

　
す
（
応
募
し
た
レ
シ
ピ
は
返

　
却
し
ま
せ
ん
）
。

▽
応
募
・
問
合
せ
　
健
康
課
健

　
康
づ
く
り
係
（
〒
１
９
７
・

　
０
８
１
４
　
二
宮
３
５
０
、

　
直
通
５
５
８
・
１
１
８
３
、

　
　k

e
n
k
o
@
c
ity
.a
k
ir

　u
n
o
.to
k
y
o
.jp

）

　
里
山
の
話
と
し
て
、
炭
焼
き

が
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
目
に
し
た

古
い
炭
窯
跡
は
、
養
沢
神
社
か

ら
大
岳
に
向
か
う
サ
ル
ギ
尾

根
、
桧
原
村
近
く
の
オ
オ
カ
ミ

谷
、
盆
堀
の
奥
の
ク
リ
ノ
キ
ョ

ウ
沢
な
ど
、
里
山
と
は
呼
ば
れ

な
い
よ
う
な
人
里
離
れ
た
奥
山

に
あ
り
ま
す
。

　
「
里
山
」
と
い
う
言
葉
は
最

近
の
造
語
で
、
田
（
農
業
）
、

土
（
生
産
力
）
、
山
（
森
）
を

合
わ
せ
た
も
の
と
聞
い
て
い
ま

す
。
里
山
は
、
化
学
肥
料
が
な

か
っ
た
時
代
に
農
業
生
産
を
続

け
る
た
め
の
森
で
あ
り
、
農
業

用
の
森
と
考
え
ら
れ
、
材
木
や

炭
を
生
産
す
る
山
と
は
区
別
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
里
山
の
落
ち
葉
は
、
田
畑
の

肥
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た

た
め
、
里
山
に
は
腐
葉
土
が
た

ま
ら
ず
、
本
来
な
ら
土
地
の
や

せ
た
尾
根
に
生
え
る
よ
う
な
マ

ツ
や
モ
ミ
も
生
え
て
き
ま
す
。

　
な
ぜ
、
里
山
と
炭
焼
き
が
結

び
つ
い
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。
江
戸
時
代
に
は
「
外
山
」

と
い
う
区
分
が
あ
り
、
藩
の
直

轄
林
地
や
御
用
林
の
外
周
に
、

地
域
住
民
が
自
由
に
使
え
る
山

と
し
て
外
山
が
存
在
し
て
い
ま

し
た
。
自
分
た
ち
で
用
材
を
切

り
出
し
て
炭
を
焼
き
、
山
村
の

日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
た
ぶ
ん
、
こ

の
外
山
と
里
山
が
混
同
さ
れ
、

牧
歌
的
な
山
村
で
炭
焼
き
を
す

る
イ
メ
ー
ジ
が
里
山
と
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
里
山

は
、
農
業
活
動
で
利
用
が
繰
り

返
さ
れ
た
人
と
自
然
と
の
共
生

の
結
果
と
し
て
出
来
上
が
っ
た

森
な
の
で
す
。

　
　
　
　
杉
野
二
郎
（
隊
長
）

▽
日
時
　
10
月
17
日
（日）
　
午
前

　
10
時
〜
正
午

▽
場
所
　
青
山
学
院
大
学
青
山

　
キ
ャ
ン
バ
ス
（
渋
谷
区
渋
谷

　
４
―
４
―
25
）

▽
受
験
手
数
料
　
６
０
０
０
円

▽
申
込
み
方
法
　
８
月
３
日
（火）

　
か
ら
９
月
１
日
（水）
（
必
着
）

　
ま
で
に
、
申
込
書
を
郵
送
し

　
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
験
申
込
書
の
配
布

　●
場
所
…
下
水
道
課
業
務
係

　●
配
布
期
間
…
７
月
26
日
（月）
〜

　
８
月
30
日
（月）
　
午
前
８
時
30

　
分
〜
午
後
５
時
（
土
曜
・
日

　
曜
日
を
除
く
）

▽
問
合
せ
　
下
水
道
課
業
務
係
、

　
東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
（株）

　
（
☎
03
・
３
２
４
１
・
０
８

　
１
８
）

　
最
近
、
靴
の
か
か
と
に
ロ
ー

ラ
ー
が
つ
い
て
い
て
、
助
走
を

つ
け
て
つ
ま
先
を
あ
げ
る
と
ロ

ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
の
よ
う
に
滑

る
こ
と
が
で
き
る
靴
が
小
学
生

を
中
心
に
流
行
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
使
う
本
人
だ
け
で
な

く
、
巻
き
添
え
事
故
の
報
告
も

あ
り
ま
す
。

▽
使
用
者
自
身
の
事
故
　
娘
が

　
ロ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ー
ズ
で
滑
っ

　
て
い
た
ら
道
路
に
く
ぼ
み
が

　
あ
り
、
ロ
ー
ラ
ー
が
は
ま
っ

　
て
転
倒
し
手
首
を
骨
折
し
た
。

▽
巻
き
添
え
事
故
　
駅
前
で
小

　
学
生
の
女
の
子
が
自
分
の
後

　
ろ
か
ら
滑
っ
て
き
た
。
自
分

　
の
手
前
で
止
ま
っ
た
が
、
よ

　
け
よ
う
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
を

　
崩
し
て
転
倒
し
、
腕
を
骨
折

　
し
た
。

▽
ア
ド
バ
イ
ス
　

　●
取
り
扱
い
説
明
書
を
き
ち
ん

　
と
読
み
、
使
用
す
る
と
き
に

　
は
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
な
ど
の
安

　
全
装
置
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

　
う
。

　●
公
共
施
設
や
店
舗
、
駅
な
ど

　
人
通
り
の
多
い
と
こ
ろ
で
の

　
使
用
は
避
け
ま
し
ょ
う
（
交

　
通
量
の
多
い
道
路
で
こ
の
よ

　
う
な
商
品
を
使
用
し
て
遊
ぶ

　
の
は
道
路
交
通
法
の
禁
止
事

　
項
に
当
た
り
ま
す
）
。

　●
歩
道
や
店
舗
内
、
駅
で
他
人

　
に
け
が
を
さ
せ
た
場
合
は
、

　
本
人
や
親
の
責
任
が
問
わ
れ

　
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
使
用

　
方
法
や
マ
ナ
ー
を
き
ち
ん
と

　
子
ど
も
に
説
明
し
て
お
く
こ

　
と
が
大
切
で
す
。

▽
あ
き
る
野
市
消
費
生
活
相
談

　
窓
口
　
消
費
者
が
事
業
者
と

　
結
ん
だ
契
約
で
、
困
っ
た
と

　
き
や
お
か
し
い
な
と
思
っ
た

　
と
き
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

　
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

　
い
。

　●
開
設
日
時
…
毎
週
月
曜
・
木

　
曜
日
　
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　●
場
所
…
市
役
所
１
階
市
民
相

　
談
室

　●
問
合
せ
…
商
工
観
光
課
商
工

　
振
興
係
（
直
通
５
５
８
・
１

　
８
６
７
）

▽
東
京
都
消
費
生
活
総
合
セ
ン

　
タ
ー

　●
開
設
日
時
　
毎
週
月
曜
日
〜

　
土
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後

　
４
時
（
架
空
請
求
１
１
０
番

　
は
午
後
５
時
ま
で
）

　●
消
費
生
活
相
談
・
多
重
債
務

　
相
談
…
03
・
３
２
３
５
・
１

　
１
５
５

　●
架
空
請
求
１
１
０
番
…
03
・

　
３
２
３
５
・
２
４
０
０

　●
高
齢
者
１
１
０
番
…
03
・
３

　
２
３
５
・
３
３
６
６

　
五
日
市
活
性
化
戦
略
委
員
会

の
主
催
に
よ
り
、
五
日
市
地
区

檜
原
街
道
の
街
路
樹
（
百
日

紅
）を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
五
日
市

地
区
の
商
業
と
観
光
の
振
興
を

図
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
地

域
住
民
の
心
の
癒
し
、
景
観
美

化
と
商
店
街
の
活
性
化
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
五
日
市
地
区
の
新
た
な
夏
の

風
物
詩
に
、
ご
家
族
、
お
友
達

な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
８
月
１
日
（日）
　
午
後

　
７
時

▽
場
所
　
Ｊ
Ａ
あ
き
が
わ
所
有

　
地
（
五
日
市
警
察
署
西
側
）

　
駐
車
場
内

▽
点
灯
期
間
　
８
月
１
日
（日）
〜

　
８
月
31
日
（火）

▽
点
灯
時
間
　
午
後
７
時
〜
９

　
時
30
分
（
点
灯
時
間
は
、
予

　
告
な
く
変
更
す
る
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。
）

▽
点
灯
場
所
　
五
日
市
警
察
署

　
前
か
ら
小
中
野
信
号
機
ま
で

　
の
間
（
約
６
５
０
　
）
の
街

　
路
樹
（
百
日
紅
）
約
１
０
０

　
本

▽
日
時
　
８
月
21
日
（土）
　
午
後

　
６
時
〜
８
時
（
雨
天
中
止
）

▽
場
所
　
小
中
野
信
号
東
側
か

　
ら
警
察
署
ま
で
の
路
上
（
上

　
り
線
片
側
約
６
０
０
　
）

▽
問
合
せ
　
地
域
産
業
推
進
室

　
（
直
通
５
５
８
・
１
２
６

　
２
）

サルギ尾根　 炭窯跡

排水設備工事

責任技術者

共通資格試験を

実施します

式
典
（
点
灯
式
）

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

イ
ベ
ン
ト
（
流
し
踊
り
）

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

い
や


